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GKピックアップ塔載エレキギタ ー

ZST1R/GK&ZST1M/GK 取扱説明書

■ノ ーマル ・ ギタ ーコントロール部 ■

①ノ ーマル ・ ギタ ー用ピックアップ（フロント）

②ノ ーマル ・ ギタ ー用ピックアップ（ミドル）

③ノ ーマル ・ ギタ ー用ピックアップ（リア）

④ノ ーマル ・ ギタ ー用ピックアップ切替スイッチ

⑤ノ ーマル ・ ギタ ー用マスタ ーポリュー ム

⑥ノ ーマル ・ ギタ ー用マスタ ートーン

■GKコントロール部 ■

⑦GKディバイデッド ・ ピックアップ

⑧GK出力切替スイッチ
※⑪から接続されたGK対応機器を経由し出力されます。
くネック側 ：ノーマル・ギターサウンド（上記①～③）＞
＜センター ：ノーマル ・ギターサウンド＋GKサウンド＞
くブリッジ側：GKサウンド＞

⑨GK用ポリューム

■アウトプット部 ■

⑩ノ ーマル ・ ギタ ー出カジャック
※通常のIレキギターとして使用する際のみつかいます。

⑪GK専用出力端子（ポ ディ側面 ）

I ■ 基本的なつかいかた 詳しくは対応機器それぞれの取扱説明蘊を参照ください
1 

◆GK接続方法（接続は全ての電源がオフの状態で行ってください）
1対応機器との接続：専用のGKケーブル（別売） で、「GK専用出力端子」と「対応機器のGK入力端子」に接続。
2.GK出力の接続 ：対応機器の「OUTPUT(R, L/MONO)」 からシールドケーブルを用いて、パワ ードモニターあるいは

キーボードアンプ、PAシステム等に接続してください。
3ギターアンプの接続 ：対応機器の「 GUITAR OUT」 からシールドケーブルを用いてギターアンプに接続します。

必要に応じギター用Iフェクター類を経由してアンプに接続してください。

くポイント＞ギター側の接続はGKケーブル1 本のみ。 GK接続時 「 ノ ーマル ・ ギター出カジャック」（図1
—⑩)は使用しません。

I ■ ギタ ー単体でのつかいかた 通常のエレキギターとして使用する
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◆GK接続をしない場合
1 ． ギターアンプの接続：ノ ーマル ・ ギター出カジャック（図1

—⑩)からシールドケーブルを用いてギターアンプに接続します。
必要に応じギター用エフェクター類を経由してアンプに接続してください。

2.GK出力切替スイッチ（図1-@）をネック 側 「たマル・ギタ＿サウンド」にしてご使用ください。
※これはノ ーマル ・ギター出カジャック（図1—⑩)を使用する際だけに限った注意点です。

スイッチがGKを選択している場合、構造上ノ ーマル ・ギターサウンドの出力が下がってしまうためです。
この切替スイッチによる出力への影響は、GK接続時のノ ーマル・ギターサウンドには無関係ですのでご安心ください。

3．■ ノ ーマル ・ ギターコントロール部■にてお好みのサウンド になるよう調節してください。
※GK用ポリューム（図1-®）は機能しません。

くポイント＞ギター側の接続はギターシールド 1 本のみ。 「GK出力端子」（図1
—⑪)および GKケ＿ブルは使用しません。

■ディバイデッド ・ ピックアップの調整
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◆ピッりアップの高さ
弦高を変更するなどギター本体のセッティングが変わった場合、弦との距離が近すぎる、あるいは遠すぎて正しく音を拾わ
なくなる場合があります。必要に応じディバイデッド・ピックアップの高さを適切に調整を行ってください。
確認方法 ： 最終フレット (22F) を押さえ 「各弦の底面」と「ディバイデッド・ピックアップの上面」との隙間を計測します。
調整箇所 ：GKディバイデッド ・ ピックアップ（図H⑦)の左右両端にあるピスをドライバーで回します。

·6弦側のピス ・ ・ ・ 6弦での隙間を計測しながら調整してください。
• 1弦側のピス ・ ・ ・ 1弦での隙間を計測しながら調整してください。

※構造上2~5弦は個別に調整できません。

弦とピックアップの隙間は1.0mmを目安とします。

ディバイデッド ・ ピックアップ

I ■ よくある問合せ I 
◆DOWN/S1, UP/S2スイッチは付いていないのですか？

A:当モデルはシンプル操作をコンセプトに設計を行ったため、ギター側にはスイッチ を付けておりません。
パッチ 変更などは基本的に対応機器側のフットスイッチ や本体ポタンにより操作可能です。（一部モデルをのぞく）
エフェクター 同様に足元で操作を行ってください。

I ■ 安全上の注意 詳細な注意点は保証書に記載していますのであわせてお読みください
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接続例

GK切替スイッチ（図1-®）を使用
ノーマル ・ギターサウンドを選択時はギターアンプから、 GKサウンド選択時はパワードモニターから、ミックス時は両方から音が出ます。

◆弦の先は鋭利なため、取り扱いには特にご注意下さい。
弦を交換するときや調整するときは、顔を楽器に近づけすぎないようにしてください。
不意に弦が切れて目を傷つけるなど、思わぬけがの原因となることがあります。

◆トレモロユニ ットやスプリングの隙間は、けがの原因になりますので指などが挟まれないようにご注意ください。

●お問合せは

商品をお求めの販売店、最寄の島村楽器各店、もしくは下記島村楽器までご相談ください。
※保証修理については、別途にお渡しする＜製品保証書＞の規定に沿って対応させていただきます。

発売元
鳥村楽器樵式会杜
http:/ /www.shimamura.cojp 
〒 132-0035

東京都江戸川区平井6-37-3




